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(百万円未満切捨て)

１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 498,722 △3.6 12,711 △50.4 21,944 △36.4 18,572 △21.9

2025年３月期第３四半期 517,252 △6.2 25,635 13.2 34,519 4.2 23,792 △1.0
(注) 包括利益 2026年３月期第３四半期 16,167百万円(△37.7％) 2025年３月期第３四半期 25,943百万円(△27.7％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 311.85 －

2025年３月期第３四半期 399.58 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 774,079 422,876 52.3

2025年３月期 673,537 416,035 59.2
(参考) 自己資本 2026年３月期第３四半期 404,546百万円 2025年３月期 398,401百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － － － 150.00 150.00

2026年３月期 － － －

2026年３月期(予想) 318.00 318.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有
2025年３月期期末配当金の内訳 普通配当 150円00銭
2026年３月期(予想)期末配当金の内訳 普通配当 218円00銭 特別配当 100円00銭

※当期の配当予想の詳細につきましては、本日公表の「通期連結業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」を
ご参照ください。

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 710,000 4.6 27,000 △16.2 45,000 3.2 54,000 99.1 906.71
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

※当期の連結業績予想の詳細につきましては、本日公表の「通期連結業績予想及び配当予想の修正に関するお知ら
せ」をご参照ください。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 －社（社名） 、除外 １社（社名） DMMパルマー株式会社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期３Ｑ 61,989,206株 2025年３月期 61,989,206株

② 期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 2,426,166株 2025年３月期 2,439,918株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 59,556,119株 2025年３月期３Ｑ 59,542,652株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、四半期決算短信(添付資料)「連結業績
予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
（決算補足説明資料の入手方法について）
決算補足説明資料はTDnetで同日開示するとともに、当社ウェブサイトに掲載いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは、当期からスタートした「中期計画2027」において、「循環のクオリティを追求する。」をテー

マとして掲げています。企業価値の向上に向けて「価値の創出」と「変動の抑制・期待の醸成」を基本戦略とし、

循環型ビジネスモデルのさらなる強化と経営基盤の充実化のための諸施策を着実に実行しています。

当第３四半期連結累計期間における当社グループの事業の状況は、次のとおりです。

需要動向

当社グループの環境・リサイクル関連サービスは廃棄物処理の受注が堅調でした。自動車関連製品及びサービス

は、自動車の生産が回復基調にあったことから受注・販売が増加しました。情報通信関連製品の販売は堅調に推移

しました。他方、新エネルギー関連製品の販売は前第２四半期以降、低調に推移しました。

相場環境

前年同期と比較して平均為替レートは円高ドル安となったものの、金、銀及びPGM（白金族金属）等の貴金属の平

均価格が上昇したことが業績に寄与しました。一方で、第３四半期末にかけて為替が円安で推移したことや貴金属

相場が上昇したことに伴い、デリバティブ評価損失が拡大しました。

コスト

電力代等のエネルギーコストは前年同期と比較して減少したものの、製錬原料の購入条件等の悪化が収益に影響

を与えました。また、人件費や減価償却費等が増加しました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は前年同期比3.6％減の498,722百万円、営業利益は同50.4％

減の12,711百万円、経常利益は同36.4％減の21,944百万円となりました。また、特別損益として海外亜鉛鉱山の運

営会社での有償減資に伴う払戻差益や電子材料事業における減損損失を計上したこと等により、親会社株主に帰属

する四半期純利益は同21.9％減の18,572百万円となりました。

主要セグメントの経営成績は次のとおりです。なお、表中の「前第３四半期連結累計期間」は2024年４月１日か

ら2024年12月31日まで、「当第３四半期連結累計期間」は2025年４月１日から2025年12月31日までです。

環境・リサイクル部門

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 増減 増減率

売上高 132,737 160,580 27,843 21.0％

営業利益 11,464 12,230 766 6.7％

経常利益 12,222 12,178 △43 △0.4％

廃棄物処理事業では焼却の処理量は前年同期並みとなり、処理単価は堅調に推移しました。溶融・再資源化の処

理量は増加しました。土壌浄化事業では受注済みの案件の処理が順調に進捗しました。一方で、不燃性廃棄物の再

資源化の処理量は減少しました。リサイクル事業では家電リサイクルの処理量は増加しました。一方で、当社グル

ープ製錬所向けのリサイクル原料の集荷量は減少しました。また、第３四半期末にかけて貴金属相場が上昇したこ

とに伴い、デリバティブ評価損失を計上しました。東南アジア事業では、インドネシアにおける廃棄物処理の受注

が増加しました。営業外損益では、廃棄物処理事業の持分法投資損益が悪化しました。

これらの結果、当部門の売上高は前年同期比21.0％増の160,580百万円、営業利益は同6.7％増の12,230百万円、

経常利益は同0.4％減の12,178百万円となりました。
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製錬部門

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 増減 増減率

売上高 198,166 234,848 36,682 18.5％

営業損益 7,369 △3,875 △11,245 －％

経常利益 12,914 1,558 △11,356 △87.9％

貴金属銅事業では金の生産量が増加しました。また、金及び銀の平均価格が上昇したことにより、売上高は増加

しました。一方で、第３四半期末にかけて貴金属相場が上昇したことに伴い、デリバティブ評価損失を計上しまし

た。PGM事業では使用済み自動車排ガス浄化触媒の集荷量が増加しました。一方で、第３四半期末にかけて為替が円

安で推移したことに伴い、デリバティブ評価損失を計上しました。また、前第３四半期に北米において新サンプリ

ング拠点の稼働を開始したことから、減価償却費が増加しました。亜鉛事業では亜鉛の生産量は減少しました。ま

た、電力代等のエネルギーコストは減少したものの、原料代につきましては製錬原料の購入条件が悪化しました。

営業外損益では海外亜鉛鉱山の持分法投資損益は前年同期並みとなりました。

これらの結果、当部門の売上高は前年同期比18.5％増の234,848百万円、営業損益は同11,245百万円減の3,875百

万円の損失、経常利益は同87.9％減の1,558百万円となりました。

電子材料部門

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 増減 増減率

売上高 138,436 64,252 △74,184 △53.6％

営業損益 726 △2,916 △3,642 －％

経常損益 1,420 △838 △2,258 －％

半導体事業では当第２四半期におけるウェアラブル機器向け近赤外LED及びPD（受光素子）の新規製品の量産販売

開始により、売上高及び利益が増加しました。電子材料事業では競合他社との競争激化により、銀粉の販売は減少

しました。また、銀の原料調達に係る費用が銀価格の高騰及びリースレートの上昇に伴い増加しました。機能材料

事業では磁性粉の販売が低調に推移しました。営業外損益では次世代二次電池や燃料電池向け新規製品の有償サン

プル代収入が増加しました。

これらの結果、当部門の売上高は前年同期比53.6％減の64,252百万円、営業損益は同3,642百万円減の2,916百万

円の損失、経常損益は同2,258百万円減の838百万円の損失となりました。

金属加工部門

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 増減 増減率

売上高 96,198 104,775 8,577 8.9％

営業利益 4,509 4,451 △58 △1.3％

経常利益 4,699 4,655 △44 △1.0％

伸銅品事業では自動車の生産が回復基調であったことから、自動車関連製品の販売は増加しました。また、AIサ

ーバー向け等の需要が堅調であったことから、情報通信関連製品の販売は増加しました。一方で、第３四半期末に

かけて銅相場が上昇したことに伴い、デリバティブ評価損失を計上しました。めっき事業では自動車向けの需要が

堅調に推移しました。回路基板事業では販売が堅調に推移しました。

これらの結果、当部門の売上高は前年同期比8.9％増の104,775百万円、営業利益は同1.3％減の4,451百万円、経

常利益は同1.0％減の4,655百万円となりました。
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熱処理部門

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 増減 増減率

売上高 22,898 24,032 1,134 5.0％

営業利益 1,089 1,115 26 2.4％

経常利益 1,335 1,654 319 23.9％

熱処理事業では国内の自動車生産が回復基調であったことから、熱処理受託加工の受注は増加しました。工業炉

事業では設備販売及びメンテナンスの受注が堅調に推移しました。

これらの結果、当部門の売上高は前年同期比5.0％増の24,032百万円、営業利益は同2.4％増の1,115百万円、経常

利益は同23.9％増の1,654百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して100,542百万円増加し774,079百万円とな

りました。流動資産で93,398百万円の増加、固定資産で7,144百万円の増加となります。

流動資産の増加は、棚卸資産の増加74,685百万円、受取手形、売掛金及び契約資産の増加13,379百万円、及び現

金及び預金の増加2,707百万円等によるものです。固定資産の増加は、投資有価証券の増加8,731百万円、有形固定

資産の増加798百万円、無形固定資産の減少1,224百万円、及び繰延税金資産の減少1,216百万円等によるものです。

負債は、前連結会計年度末と比較して93,702百万円増加しました。これは、支払手形及び買掛金の増加29,037百

万円、その他の増加26,853百万円、短期借入金の増加15,052百万円、及び借入地金の増加14,747百万円等によるも

のです。

純資産につきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益が18,572百万円となり、配当金の支払い9,022百万円

等を行った結果、株主資本が9,993百万円増加しました。また、繰延ヘッジ損益の減少7,304百万円等により、その

他の包括利益累計額が3,848百万円減少した結果、純資産合計では前連結会計年度末と比較して6,840百万円増加し

ました。この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末と比較して6.9ポイント低い52.3％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期通期（2025年４月１日～2026年３月31日）の業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間

の業績及び足元の事業環境、相場環境を勘案した結果、経常利益は前回予想を上回る見通しです。また、本日公表

した「持分法適用関連会社の異動（株式譲渡）及び特別利益の計上に関するお知らせ」に記載のとおり第４四半期

決算において特別利益（投資有価証券売却益）を計上する見込みです。これらを踏まえ当期の業績予想及び配当予

想を見直しました。詳細につきましては、本日公表の「通期連結業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 」

をご参照ください。



ＤＯＷＡホールディングス株式会社(5714) 2026年３月期 第３四半期決算短信

-5-

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 43,577 46,284

受取手形、売掛金及び契約資産 92,274 105,654

商品及び製品 54,539 70,811

仕掛品 11,863 14,752

原材料及び貯蔵品 146,536 202,060

その他 18,525 21,119

貸倒引当金 △278 △246

流動資産合計 367,039 460,437

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 193,562 203,489

減価償却累計額 △107,734 △113,453

建物及び構築物（純額） 85,828 90,036

機械装置及び運搬具 331,145 343,820

減価償却累計額 △268,862 △279,805

機械装置及び運搬具（純額） 62,283 64,015

土地 28,442 28,215

建設仮勘定 26,336 21,480

その他 25,093 25,816

減価償却累計額 △19,347 △20,130

その他（純額） 5,745 5,686

有形固定資産合計 208,636 209,434

無形固定資産

のれん 1,706 1,323

その他 7,203 6,362

無形固定資産合計 8,910 7,685

投資その他の資産

投資有価証券 76,709 85,440

繰延税金資産 7,865 6,649

その他 4,472 4,528

貸倒引当金 △96 △96

投資その他の資産合計 88,951 96,521

固定資産合計 306,497 313,642

資産合計 673,537 774,079
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 48,984 78,021

短期借入金 29,986 45,038

コマーシャル・ペーパー 29,000 30,000

1年内償還予定の社債 - 10,000

未払法人税等 7,141 1,806

未払消費税等 2,654 2,847

引当金

賞与引当金 5,458 3,126

役員賞与引当金 354 235

引当金計 5,812 3,361

借入地金 51,594 66,341

その他 26,485 53,338

流動負債合計 201,658 290,756

固定負債

社債 10,000 10,000

長期借入金 12,280 16,196

繰延税金負債 3,132 2,953

引当金

役員退職慰労引当金 374 309

その他の引当金 121 121

引当金計 495 431

退職給付に係る負債 21,844 22,757

その他 8,090 8,107

固定負債合計 55,842 60,446

負債合計 257,501 351,203

純資産の部

株主資本

資本金 36,437 36,437

資本剰余金 23,855 24,229

利益剰余金 301,998 311,595

自己株式 △4,988 △4,965

株主資本合計 357,302 367,296

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 16,902 24,641

繰延ヘッジ損益 △985 △8,289

為替換算調整勘定 23,381 19,398

退職給付に係る調整累計額 1,800 1,500

その他の包括利益累計額合計 41,098 37,250

非支配株主持分 17,634 18,329

純資産合計 416,035 422,876

負債純資産合計 673,537 774,079
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

売上高 517,252 498,722

売上原価 450,991 444,316

売上総利益 66,260 54,406

販売費及び一般管理費 40,625 41,694

営業利益 25,635 12,711

営業外収益

受取利息 218 206

受取配当金 1,045 1,195

持分法による投資利益 6,738 6,419

為替差益 253 327

受取ロイヤリティー 1,136 852

有償サンプル代収入 654 2,015

その他 1,537 1,460

営業外収益合計 11,583 12,477

営業外費用

支払利息 557 705

環境対策費 1,154 1,121

その他 986 1,417

営業外費用合計 2,699 3,244

経常利益 34,519 21,944

特別利益

関係会社有償減資払戻差益 - 2,769

固定資産売却益 247 765

投資有価証券売却益 2,918 -

その他 133 1,046

特別利益合計 3,299 4,581

特別損失

減損損失 - 2,697

固定資産除却損 880 884

事業整理損 2,073 -

その他 402 599

特別損失合計 3,357 4,180

税金等調整前四半期純利益 34,462 22,344

法人税等 10,129 2,407

四半期純利益 24,332 19,937

非支配株主に帰属する四半期純利益 540 1,365

親会社株主に帰属する四半期純利益 23,792 18,572
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

四半期純利益 24,332 19,937

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △891 7,580

繰延ヘッジ損益 △702 △7,306

為替換算調整勘定 2,766 306

退職給付に係る調整額 △119 △298

持分法適用会社に対する持分相当額 558 △4,051

その他の包括利益合計 1,611 △3,770

四半期包括利益 25,943 16,167

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 25,394 14,723

非支配株主に係る四半期包括利益 548 1,443
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

当社グループの四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しています。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

当社及び国内連結子会社の税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算しています。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、

次のとおりです。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

減価償却費 20,577百万円 22,217百万円

のれんの償却額 382 〃 374 〃

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

環境・リ

サイクル
製錬 電子材料 金属加工 熱処理 計

売上高

外部顧客への売
上高

73,382 188,675 133,673 96,138 22,895 514,765 2,487 517,252 － 517,252

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

59,355 9,491 4,763 59 2 73,672 11,120 84,792 △84,792 －

計 132,737 198,166 138,436 96,198 22,898 588,437 13,607 602,045 △84,792 517,252

セグメント利益 12,222 12,914 1,420 4,699 1,335 32,592 727 33,319 1,200 34,519

(注) １ 「その他」の区分は、不動産の賃貸業、プラント建設業、土木工事業、建設工事業、事務管理業務、技術

開発支援業務等、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主にグループ間取引を含んでいま

す。

２ セグメント利益の調整額1,200百万円には、各報告セグメントに配分していない営業外損益2,190百万円

（受取配当金、持分法投資損益及び支払利息等）、セグメント間未実現利益の調整額△715百万円等が含ま

れています。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っています。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

環境・リ

サイクル
製錬 電子材料 金属加工 熱処理 計

売上高

外部顧客への売
上高

81,713 226,605 59,083 104,724 24,031 496,157 2,564 498,722 － 498,722

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

78,867 8,243 5,168 51 1 92,332 10,417 102,750 △102,750 －

計 160,580 234,848 64,252 104,775 24,032 588,490 12,982 601,472 △102,750 498,722

セグメント利益又
は損失（△）

12,178 1,558 △838 4,655 1,654 19,209 782 19,992 1,952 21,944

(注) １ 「その他」の区分は、不動産の賃貸業、プラント建設業、土木工事業、建設工事業、事務管理業務、技術

開発支援業務等、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主にグループ間取引を含んでいま

す。

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額1,952百万円には、各報告セグメントに配分していない営業外損益

2,320百万円（受取配当金、持分法投資損益及び支払利息等）、セグメント間未実現利益の調整額△109百万

円等が含まれています。

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っています。
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（重要な後発事象）

（持分法適用関連会社株式の一部売却について）

当社は、2026年２月10日開催の取締役会において、当社の持分法適用関連会社である藤田観光株式会社（以下

「藤田観光」といいます。）の株式の一部につきまして、日本産業推進機構グループが管理又はサービス提供を

行う投資事業有限責任組合及びLimited Partnershipが出資するNSSK-GAMMA2合同会社（以下「NSSK-GAMMA2」とい

います。）へ譲渡すること（以下「本株式譲渡」といいます。）を決議し、同日付で株式譲渡契約を締結いたし

ました。

なお、本株式譲渡に伴い、藤田観光は当社の持分法適用関連会社から除外されます。

（１）株式譲渡の目的

当社は、1955（昭和30）年に、当社創業者の藤田 傳三郎の邸宅や庭園等の管理・運営を行っていたグループ会

社から分離・独立する形で藤田観光が設立されて以来、筆頭株主として藤田観光の株式を継続的に保有し、良好

な関係を築いてきました。

こうした中、当社として経営資源の最適配分及びグループ間でのシナジーを総合的に勘案した結果、当社が保

有する藤田観光の普通株式の一部（以下「当社保有藤田観光株式」といいます。）を、藤田観光の企業価値向上

に資する最適なパートナーへ譲渡することが望ましいとの判断に至り、2025年５月公表の中期計画2027において

「保有する上場会社株式を2030年度までに50％削減することを目指す」ことを表明いたしました。

その後、藤田観光と協議のうえ、同社との事業上のシナジーが見込まれる複数の候補者を対象とした、当社保

有藤田観光株式の売却についての検討を開始いたしました。

当社及び藤田観光は、複数の候補者から、当社保有藤田観光株式の譲渡価額、成長戦略を含む本株式譲渡後の

藤田観光の経営戦略及びその支援体制、並びに本株式譲渡実行の確実性等の面から比較検討した結果、

NSSK-GAMMA2による提案が市場売却等の他の譲渡方法と比較しても最善であり、NSSK-GAMMA2に対して当社保有藤

田観光株式を譲渡することが、今後の藤田観光の企業価値向上に資するものと判断し、NSSK-GAMMA2との間で条件

協議を経たうえで、本株式譲渡を行うことを決定いたしました。

（２）譲渡する相手の名称

NSSK-GAMMA2合同会社

（３）譲渡の時期

2026年２月

（４）当該持分法適用関連会社の概要

①名称

藤田観光株式会社

②事業内容

ホテル・旅館業、飲食店業他

③取引内容

重要な取引関係はありません

（５）譲渡する株式の数、譲渡後の持分比率、譲渡価額及び譲渡損益

①譲渡する株式の数

14,980千株

②譲渡後の持分比率

6.83％（議決権所有割合）

③譲渡価額

38,992百万円

④譲渡損益

特別利益（投資有価証券売却益）として、約23,000百万円を連結損益計算書に計上予定です。
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（自己株式の取得について）

当社は、2026年２月10日開催の取締役会において、会社法第459条第１項の規定による定款の定めに基づき、自

己株式を取得することを決議しました。

（１）自己株式の取得を行う理由

資本効率の向上及び株主還元の拡充を図るとともに、経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行を可

能とするため

（２）自己株式取得に関する取締役会の決議内容

①取得する株式の種類

当社普通株式

②取得する株式の総数

1,230,000株（上限）（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合2.04％）

③取得する期間

2026年２月12日～2026年５月29日

④取得価額の総額

10,000百万円（上限）

⑤取得方法

自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）による買付及び東京証券取引所における市場買付
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年2月10日

ＤＯＷＡホールディングス株式会社

取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人 ト ー マ ツ

東 京 事 務 所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 長 島 拓 也

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 鈴 木 泰 司

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているＤＯＷＡホールディングス株式会社の2025年4月1日

から2026年3月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2025年10月1日から2025年12月31日まで）及び第3四

半期連結累計期間（2025年4月1日から2025年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対

照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適

用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要

な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含

まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において

一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定

める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示

する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビ

ュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性

が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取

引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表

に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）

に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関

する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を

喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財

務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくな

る可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1

項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表

等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事

項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手す

る。監査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、

単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しています。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


